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Ⅰ．はじめに
広汎性発達障害（Pervasive Developmental Disor-
der, PDD（以下 PDDとする）は，対人関係の障害，
コミュニケーションの障害，制限された常同的な行
動，興味及び活動を有する発達障害で，最近では，
自閉症スペクトラム障害という呼び方もされる。
PDDは約1％の有病率がコンセンサスになる等，
近年増加している9）。これは，知的な遅れのない高
機能 PDDの存在が，広く社会的に認識され，成人
後に初めてわかる例等診断が進んだ結果であると報
告されている7）16）。PDDは，自閉症とアスペルガー
症候群に代表され，いじめ，不登校，職場不適応，
暴力，犯罪等の社会的不適応の要因の1つとして，
偏見や誤解を含めて関心を集めている。
文部科学省が出した報告10）によると，通常の学級
に約6％程度の割合で特別な教育的支援を必要とす
る児童生徒が在籍している可能性が示され今日の教
育的課題といえる。その支援の対象には PDDも含
まれている。しかし，医療・教育・心理などの専門
家を志す学生ですら，自閉症についてあいまいな認
識しか持っておらず，正確な理解がなされていると
は言い切れない。その理由として，診断基準が1CD
－10分類，DSM－Ⅳ－TR分類等の操作的診断法で
あり，自閉症の全体像が捉えにくいということや，
検査所見等による診断法はまだ確立されていないこ
と，「自閉症（自閉性障害）」という日本語名称その
ものにも原因がある等が考えられる3）。自閉症の理
解を深めるためにも，自閉症という名称とこの障害
について人々が持つイメージや認識について探るこ
とは有用であると考えられる。この点に関して取り
扱った調査は，遠矢ら15）の報告がある程度である。
遠矢らの自由記述式による質問紙調査では，医学・
保育学・被服学の学生，計184名の2割以上が「自
閉症という名称」からイメージを作り上げており，
その半数以上が「閉じこもり・引きこもり」という
イメージを抱いていたと報告している。
病名変更がうまくいったケースは，精神分裂病が
2002年に統合失調症と呼ばれるようになった例があ
げられる。病名変更後，家族や患者に対する説明が
容易になり，病名の告知率も上昇して，治療の継続
や服薬のコンプライアンスの向上に役立っている。
西村13）は，病名の変更が疾患に対するマイナスイ
メージを明らかに低くし，中・高校生の学校教育や
医学教育において，障害者の正確な理解を促したと
報告している。佐藤14）は，イメージ形成に関するマ
スメディアの役割の大きさを指摘し，日本における
病名変更が，海外にも発信され，香港でも変更され
たと報告している。自閉症でもこのような病名変更
等，情報提供方法の工夫は必要であると考える。
次に自閉症のイメージ形成における，心理教育の
影響についてであるが，遠矢らはこの点について検
討していない。このため，他の精神病における研究
を紹介すると，石毛ら4）は，看護専門学校生220名の
精神保健の講義の前後で精神病に対するイメージが
どのように変化するか検討している。その結果，受
講後は精神障害者についてイメージが好ましい方向
に変化したことを報告している。また，伊藤ら5）は
精神障害に関する講義，実習を受けていない看護学
生1年生と完了した3年生を対象に，看護教育の影
響について，Wigのスケール調査を行なっている。
「うつ病」，「分裂病」，「躁病」，「急性精神病」は，
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看護教育の影響を推察できるが，「精神発達遅滞」
については影響はなかったと報告している。
このように，人々が自閉症に対してどのようなイ
メージを抱いているか，また講義などの教育メディ
アによって自閉症に対するイメージがどのように変
化するか等についての研究はほとんどないのが現状
である。本研究では，質問紙法や Semantic Differen-
tial（SD 法）を用いて，養護教諭を志す大学1年生
から4年生までを対象に，学年の変遷による自閉症
に対するイメージや認識の変化を検討し，学生の抱
く自閉症に対するイメージ形成に影響を与える要因
について考察したので報告する。
Ⅱ．方 法
1．対 象
2008年12月に S 大学養護教諭養成課程の1年生
から4年生計158名を対象に無記名記述式アンケー
ト調査を行った。学年の内訳は，1年生19名（男子
2名，女子17名），2年生26名（男子2名，女子24
名），3年生53名（男子1名，女子52名），4年生60
名（男子1名，女子59名）であった。
2．アンケート調査内容
アンケート内容は，以下に示す5項目である。自
閉症の主観的認識とその理由，原因について一部記
述式で回答を求めた。また，自閉症に関するメディ
アからの情報獲得，接触経験の有無についても回答
を求めた。
1．自閉症はどのようなものだと思いますか（あ
なたの印象はどのようなものですか）。
（ ）
2．なぜ1のように思いましたか。1のように思
った理由として一番強くこれだと思うものに○
印をつけてください。他にある人は，その他に
○印をつけ，（ ）の中に記入してください。
ａ．メディア，ｂ．聞いた，ｃ．直接体験，
ｄ．本・文書，ｅ．見た，ｆ．授業，
ｇ．主観的推測，
ｈ．自閉症という名称からの推測，
ｉ．その他（ ）
3．自閉症の原因は何だと思いますか。一番強く
これだと思うものに○印をつけてください。他
にある人は，その他に○印をつけ，（ ）の
中に記入してください。
ａ．心の傷，ｂ．対人関係の行き詰まり，
ｃ．虐待，ｄ．いじめ，ｅ．愛情不足，
ｆ．家庭環境，ｇ．器質的なもの，
ｈ．人格的なもの，ｉ．その他（ ）
4．自閉症に関する情報をメディアから得たこと
がありますか。（はい，いいえ）
5．今まで自閉症児・者と関わった経験はありま
すか。（はい，いいえ）
3．社会的距離尺度法（SD 法）による「自閉症」
イメージ調査（7段階選択式，表1）
「自閉症」について，どのようなイメージや印象
を抱いているか SD 法を用いて測定した。SD 法は，
学生の自閉症についてのイメージに関して対をなす
形容詞によってとらえる方法である。それぞれ反対
の意味を有する形容詞対23項目について，「どちら
でもない」を基準に左右両極に向かって「やや」，「か
なり」，「非常に」の7段階評定からなる質問票を作
成した。我々の SD 法による「自閉症」イメージ調
査法は，星越2）が「精神病」イメージ調査で使用し
たものを参考に作成した。
Ⅲ．倫理的配慮
調査にあたっては，任意であること，回答は，デー
タ化され個人が特定されることがないことを伝え
た。
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Ⅳ．結 果
1．SD法による学年別の有意差検定
イメージ調査から得られた評定値を陰性なイメー
ジの方を高得点とする1点から7点で点数化し，学
年別の平均値を項目ごとに比較した。23項目のう
ち，「陰気」，「迷惑」の2項目のみ有意差が認めら
れた。（p＜0．01）この2項目は，1年生から4年生
と学年が上がるにつれて，低得点になっていた。
表1 「自閉症」イメージ調査（SD法）
自閉症という病気に，あなたはどんな印象を持っていますか。左右に反対の言葉を，それぞれ7
段階に分けてあります。自分の一番近いところに○印をつけて下さい。日頃，あなたの思っている
印象でお答え下さい。
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1．縁遠い 身近な
2．不活発な 活動的な
3．予測できない 予測できる
4．わからない わかる
5．はげしい おだやかな
6．冷たい 暖かい
7．危険な 安全な
8．暗い 明るい
9．かたい やわらかい
10．陰気な 陽気な
11．迷惑な 迷惑でない
12．こわい こわくない
13．孤立している 友人が多い
14．こだわりが強い こだわりがない
15．会話が苦手 会話が得意
16．過敏 過敏ではない
17．痛みに強い 痛みに弱い
18．多動的な 落ち着いている
19．不眠 よく眠る
20．興奮しやすい おだやか
21．オウム返しが多い オウム返しをしない
22．疑い深い 信用しやすい
23．予定にこだわる 予定にこだわらない
得点 1234567
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2．SD法による「自閉症」イメージの学年別比較
主成分分析によると，成分値が0．4以上をまとめ
て一群として扱い，第1成分は第2成分より自閉症
のイメージに対する寄与が高いと判断できる。1年
生は第1成分が「冷たい」，「危険」，「かたい」，「不
活発」，「陰気」などの項目になっており，つまり，
これは「直感的，感覚的イメージ」と解釈すること
ができる（表2）。2年生もほぼ1学年と同様，感
覚的イメージが主体である。しかし一方で，オウム
返しの成分が第1第2主成分に見られる等1年生と
比較し感覚的イメージが強くないと解釈できる（表
3）。
次に3，4年生の場合は，第1成分が，「会話が苦
手」，「こだわりが強い」，「オウム返し」，「孤立」，「予
定にこだわる」など，自閉症の特徴を示す項目にな
っていた（表4，5）。DSM－Ⅳ－TRの診断基準に
基づくと，対人的相互反応における質的障害（「孤
立」が該当），コミュニケーションの質的障害（「会
話が苦手」，「オウム返し」が該当），行動，興味お
成 分
1 2 3
冷たい 0．923 －0．009 －0．196
危険 0．850 0．222 0．061
痛みに強い －0．727 0．166 －0．048
かたい 0．724 －0．439 0．176
不活発 0．684 －0．426 0．140
陰気 0．678 －0．600 0．044
激しい 0．613 0．418 0．029
オウム返し 0．457 0．553 0．444
わからない 0．431 －0．437 －0．225
興奮しやすい 0．255 0．803 0．307
予定にこだわる －0．104 0．796 0．037
多動的 －0．100 0．785 －0．106
こだわり強い －0．109 0．773 0．154
暗い 0．201 －0．536 0．718
孤立 0．227 0．063 0．848
疑い深い 0．350 －0．206 0．718
会話苦手 0．011 0．006 0．710
予測できない －0．215 －0．054 0．663
こわい －0．183 －0．002 0．634
迷惑 0．068 0．255 0．569
過敏 0．228 0．334 0．425
不眠 0．124 －0．291 0．170
縁遠い 0．118 －0．237 －0．375
因子負荷量 4．802 4．629 4．247
20．0 19．3 17．7
累積％ 20．0 39．3 57．0
成 分
1 2 3
かたい 0．881 0．061 0．201
暗い 0．879 0．204 0．051
陰気 0．764 0．308 0．214
疑い深い 0．739 0．161 0．202
不眠 0．721 0．283 －0．005
こわい 0．613 0．196 0．354
不活発 0．585 －0．314 0．481
冷たい 0．457 －0．200 0．086
孤立 0．454 0．500 0．260
オウム返し 0．436 0．654 －0．185
多動的 0．069 0．806 0．085
危険 0．059 0．709 0．051
予定にこだわる －0．126 0．702 0．169
激しい 0．175 0．590 0．529
過敏 0．275 0．568 0．455
興奮しやすい 0．256 0．528 0．276
迷惑 0．189 0．521 0．360
痛みに強い －0．056 0．290 －0．808
予測できない －0．014 0．320 0．814
わからない 0．089 0．367 0．716
会話苦手 0．380 0．315 0．585
こだわり強い 0．321 0．136 0．580
縁遠い 0．228 0．165 0．526
因子負荷量 5．066 4．432 4．110
21．1 18．5 17．1
累積％ 21．1 39．6 56．7
表2 1学年 表3 2学年
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よび活動の限定された反復的で常同的な様式（「こ
だわりが強い」，「予定にこだわる」が該当）と考え
られ，「専門的知識に裏付けられたイメージ」と解
釈できた。このように，1，2年生と比較すると
3，4年生は，第1成分と第2成分がほぼ逆転して
いる結果となった。
3．メディア情報の有無によるイメージの差について
自閉症に関するメディア情報を得たことがあるか
否かによって，自閉症のイメージに変化があるかど
うか，検討した。回答者153名中，メディア情報あ
り129名，メディア情報なし24名であった。主成分
分析の結果，有意な差は認められなかった。学年別
の比較については，なし群の人数が少人数だったた
め，比較できなかった。
4．接触体験の有無によるイメージの差について
自閉症児・者との接触経験の有無による，自閉症
成 分
1 2 3
過敏 0．794 －0．035 0．330
激しい 0．782 0．013 －0．144
こだわり強い 0．748 0．077 －0．399
会話苦手 0．739 0．386 －0．205
予定にこだわる 0．718 0．132 －0．122
興奮しやすい 0．717 －0．038 0．320
オウム返し 0．705 －0．128 0．149
多動的 0．663 －0．331 0．278
孤立 0．613 0．287 0．254
危険 0．537 0．220 0．037
不眠 0．463 0．199 0．217
不活発 －0．145 0．836 0．000
陰気 0．149 0．795 0．193
暗い 0．030 0．776 0．268
冷たい 0．054 0．644 0．271
かたい 0．171 0．611 －0．294
縁遠い 0．363 0．496 0．056
迷惑 0．078 0．489 0．213
疑い深い 0．130 0．050 0．530
こわい 0．087 0．315 0．516
痛みに強い 0．345 －0．107 －0．620
わからない 0．151 0．135 0．399
予測できない 0．364 0．202 0．006
因子負荷量 5．707 3．849 2．069
23．8 16．0 8．6
累積％ 23．8 39．8 48．4
成 分
1 2 3
会話苦手 0．843 －0．001 0．064
こだわり強い 0．746 －0．166 0．197
過敏 0．741 0．020 －0．158
オウム返し 0．718 －0．186 －0．011
興奮しやすい 0．672 －0．441 0．019
多動的 0．650 －0．358 －0．018
孤立 0．630 0．267 0．193
予定にこだわる 0．623 －0．039 0．113
疑い深い 0．473 0．167 0．124
陰気 0．096 0．855 0．076
暗い －0．103 0．846 0．162
不活発 0．042 0．646 0．209
冷たい 0．002 0．637 －0．223
かたい －0．069 0．503 0．015
わからない －0．062 0．051 0．801
こわい 0．082 0．185 0．749
縁遠い －0．120 －0．031 0．683
予測できない －0．052 －0．040 0．609
激しい 0．280 －0．288 0．412
迷惑 0．160 0．185 0．325
不眠 0．163 0．000 0．299
危険 0．341 0．139 0．295
痛みに強い 0．318 0．175 －0．101
因子負荷量 4．617 3．216 2．763
19．2 13．4 11．5
累積％ 19．2 32．6 44．1
表4 3学年 表5 4学年
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のイメージに変化があるかどうか，同じく主成分分
析を用いて調べた。回答者158名中，メディア情報
あり77名，メディア情報なし81名であった。そして，
主成分分析の結果，有意な差は認められなかった。
Ⅴ．考 察
1．教育の精神障害に対するイメージ形成や理解度
に対する影響
我々の行った，大学生の「自閉症」のイメージに
関する調査では，1，2年生は，直感的・感覚的イ
メージと解釈できるが，3年生になると専門的知識
に裏付けられたイメージが強くなるという結果にな
った。その理由の一つとしては，3年生のカリキュ
ラムには，PDD等を学ぶ精神保健学の講義が必須
となっている。この講義は，大部分の学生にとって，
発達障害等精神疾患について最初の本格的な教育を
受ける機会であり，「自閉症」に対するイメージに，
特に認知的レベルで影響を与えた可能性があると考
えられた。
このような自閉症のイメージ，認識に教育が与え
る影響について論究したものはほとんど認めない。
このため，自閉症以外での研究と比較すると，来栖
ら8）は，精神衛生の講義後は，看護学生の精神病，
精神発達遅滞，神経症等に対して認識的レベルで許
容度が高まったと報告している。変化は認識的レベ
ルで情緒的レベルは変わらなかったとしている点
は，我々の結果と似ていると考えられる。石毛ら4）
は，看護学生が精神保健の講義の前後で「精神障害
者」に対するイメージがどのように変化したか研究
している。講義により，有意に精神障害への否定的
感情，危険というイメージが減少し，精神障害の重
篤さという認識が獲得されたと報告している。講義
により学生の抱くイメージ構造が，星越ら1）の見出
した精神科医療従事者の抱いているものと同様のも
のに変化したと解釈している。村山ら11）は，まった
く専門的な知識のない大学1年生153名では，認知
症の現実とかけ離れた楽観的なイメージを抱いてい
たと報告している。精神保健学・精神衛生学等の講
義は，学生のイメージ形成に現実的で，好ましい変
化をもたらすという報告が多いことがわかる。
2．接触体験やメディア情報の効果について
我々の研究では，自閉症者との接触体験やメディ
ア情報は，学生のイメージを変えるのに有効な手段
となり得ないという結果になった。自閉症の例では
ないが，吉本17）は，大学看護学部3年生42名の老年
看護学実習時の接触体験後，認知症が，「恐い，何
をするかわからない」から「あたたかい人，優しい
人，行動に意味がある人」等プラスのイメージに変
化し，この変化には，教員や臨地実習指導者の関わ
りが重要であると報告している。北岡ら6）の医学部
5年生109名の調査から，精神病の症状や原因，あ
るいは治療法などについて講義を理解している人の
方が，実習による接触体験後に精神障害者について
社会的な距離を縮め，肯定的な態度をとりやすいと
報告している。中川12）は，大学3年，4年生の55名
を対象に，精神看護学等の受講後，4週間精神看護
実習を行ない，SD法で測定すると，精神障害者に
ややポジティブなイメージを持つようになったと報
告している。これらのことから，学生も指導者も専
門的知識に裏付けられた理解と対応を身につけてお
くことが効果をあげるために必要であるといえる。
3．養護教諭を志す学生のイメージ形成における心
理教育について
心理教育とは，自閉症児やその家族に対して，お
互いに適切な情報を共有し，生活する上での困難さ
を，どのように対処できるか共に考えることであ
る。学校において，養護教諭がその役割の中心を担
う一人になるためには，質の高い知識を持つだけで
なく，学生時代から自閉症等の精神障害に対して，
適切なイメージを形成しておく必要がある。1，2
年時の「陰気な」，「迷惑な」というネガティブなイ
メージのままでは，良好な関係は築きにくい。円滑
な情報の共有を図るためにも社会的距離感を縮め，
専門的知識に基づくイメージや，情緒的レベルの変
化をもたらせるように，今後取り組みたいと考えて
いる。
森内 幹・西岡かおり
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